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論 文 内 容 の 要 旨 

本研究の目的は、高校中退経験を持つ私立通信制高校サポート校(以下、「サポート

校」と表記する)生徒の移行過程に着目し、学校経験および進路選択の様相を描出し

ながら、多様化する後期中等教育機関の一つに位置づくサポート校を経由した「非標

準的な非直線型の移行」の達成のプロセスと構造を明らかにすることである。 

日本社会では従来、学校から職業への直線的で間断のない移行が「標準的な移行」

モデルとされ、学校と職場との安定的な「場」のつながりによって、若年就業者には

安定的な移行が保証されていた。しかし 1990 年代中盤以降、バブル経済の崩壊や大

学等進学率の上昇といった急激な社会変動によって労働市場は不安定化・流動化し

た。この結果、若年就業者は「不安定な移行」を強いられることとなり、学校から職

業への移行において多大なリスクを負わされることとなった。なかでも、早期に学校

社会を離脱した高校中退経験者たちは、標準的な移行ルートから外れてしまうこと

でマイノリティーの烙印を押されるだけでなく、学校と職場の両方への安定的な移

行可能性を同時に失うという、まさしく二重の意味での「移行の危機」を伴う存在で

ある。これこそ、〈高卒当然社会〉が到来した現代日本で高校中退現象が教育問題と

位置付けられている所以であり、後期近代社会を生き抜く若年層の移行問題として、

現代的な高校中退現象を捉える視点の必要性を示唆するものである。 

上記の問題関心のもと、本研究では高校中退経験を持つ生徒の流入度が極めて高

く、学校から学校、および学校から職場への安定的な移行を支援する、学校と民間教

育施設との連携による後期中等教育機関の機能と課題に関する知見を提出した。 

まず、第一部(第 1 章～第 3 章)では、1990 年代以降の日本での後期中等教育機関

の多様化・増加という社会的背景を指摘しながら、10 代の若年層生徒の高い流入度

を有し、学校と民間教育施設による連携要素が強い通信制高校・サポート校の実践 

に着目して分析を行う構造的背景を導出した。そして第二部(第 4 章～第 8 章)では、
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サポート校へのフィールドワークによって得たデータをもとに、高校中退経験を持

つ生徒たちの移行過程に着目して、学校経験や生徒文化、卒業後の進路選択というサ

ポート校内部の世界に焦点を当て、生徒－生徒間および生徒－スタッフ間の相互作

用過程を中心的な分析枠組みに据えながら、そのリアリティを描出した。この両過程

を通じて、高校中退経験を持つサポート校生徒たちが、中退以後に経由する教育施設

をいかに意味づけ、そこでどのような学校経験をしながら教育達成を実現していく

のか、従来の教育社会学の先行研究にはない高校中退経験者の「非標準的な非直線型

の移行」という観点から、その実態を解明した。 

第 1 章では、〈高卒当然社会〉が到来した現代日本の高校中退現象を、後期近代社

会を生き抜く若年層の移行問題として捉える視点を導出しながら、それを経験した

10 代の高校生たちの「非標準的な非直線型の移行」を支援する「場」としての、通

信制高校・サポート校の役割を概観した。その結果、サポート校が、高校中退という

社会的課題に対して、通信制高校と民間教育施設の両面を併せ持つという制度的柔

軟性を生かしながら、多様化するニーズに応えて教育活動を行う後期中等教育機関

だという実態を、公的統計データおよび先行研究の知見を引用しながらまとめた。 

第 2 章では、サポート校と制度的補完関係を成す通信制高校における中退経験者

受け入れの推移に関して、各種統計資料や通史資料等のデータに基づきながら、その

実態を描き出した。その結果、通信制高校という制度の発足当時、(公立)通信制高校

に求められた役割は主に勤労青年に対する教育機会の保障とその提供であったが、

1990 年代後半以降では、主に転編入経験を持つ 15～17 歳生徒たちの受け皿として

私立通信制高校が台頭するようになり、高校中退経験を持つ 10 代生徒の「非標準的

な非直線型の移行」を担う流動性の高い後期中等教育機関として社会的に位置づけ

られ、機能するようになってきた過程を明らかにした。 

第 3 章では、サポート校が全日制高校に類似した登校型のカリキュラムを提供し

つつ、通信制高校との制度的補完関係を築き上げながら、高校中退経験を持つ 10 代

若年層生徒の「非標準的な非直線型の移行」を担う民間教育施設として全国的に拡大

してきた実態を描出した。そこではまず、その施設数・生徒数に関して、進学支援雑

誌の分析をもとに各年度の推計値をそれぞれ算出し、サポート校誕生時の 1992 年度

から 20 年間で両者ともに増加傾向にあることを明らかにした。次にサポート校のカ

リキュラムに着目し、生徒対応や学校文化の現状を明らかにしつつ、民間教育施設な

らではの柔軟性を生かしたカリキュラムが同時に実践されている実態を指摘した。

最後に、サポート校が大都市圏を中心に全国展開を見せてきた過程を明らかにしつ

つ、近年では地方都市にも展開し始めている様相を指摘し、生徒のニーズを掴みなが

ら徐々に増加していくという、民間教育施設ならではの経営戦略を論じた。 

第 4 章では調査の概要を記述し、サポート校という新しいタイプの後期中等教育

機関を対象とすること、また、アクセスの困難性や先行研究の稀少性から、本研究 
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でエスノグラフィーの手法を用いて調査を行うことの妥当性を検討した。次に、調

査対象校である、大都市部に立地する大規模サポート校 X 学院 V 校の概要をまと

め、そのカリキュラムや教育環境の実態を記述した。V 校では教育上の様々な困難

を抱える生徒を一人でも多く支援しようと試みるなかで、随時転編入学してくる生

徒たちの流動性に合わせた教育実践が可能になるよう、そのカリキュラムや教室空

間が高い柔軟性を持って構成されていることを描出した。 

第 5 章では、生徒たちがサポート校内で形成する友人関係の形成メカニズムとそ

の機能を論じた。流動性の高い V 校では、特別選択授業という独自のカリキュラム

が起点となって、「前籍校」(V 校に転編入学する以前に通っていた高校)で構築され

た各生徒のキャラに基づいて生徒集団が分化し、各集団が独自の生徒文化を有しな

がら日常的互恵関係(ヨコのつながり)の形成が促進され、「結束型」の社会関係資本

が蓄積されていた。加えて、グループ間の境界を柔軟に往還する制度的移植者が基

軸となって、各生徒が通信制高校の学校生活をやり過ごすための生存戦略として友

人関係の「切り替え」を行うという、巧みな戦略的実践が喚起されていた。こうし

て形成された戦略的互恵関係(タテのつながり)によって、各グループの境界を超え

た「橋渡し型」の社会関係資本が同時に蓄積されていた。こうして、V 校における

生徒たちの多元的な友人関係の形成過程と、親密圏を巧みに変容させて学校生活を

やり過ごす、「純粋な関係性」としての友人関係の実態を描出した。 

第 6 章では、V 校への「登校」に際して生徒たちが前籍校の制服を着装する現象

に焦点を当て、「学校制度からの逸脱者」というスティグマを付与された生徒たちに

よる普通性の獲得・補償実践と、スティグマの「自発的埋め込み」実践とのアンビ

バレントな構造を析出した。生徒たちは高校中退経験後、サポート校へと復帰する

なかで普通の高校生への憧れを抱きつつ、サポート校生徒であることを隠匿するた

めに前籍校の制服を着装し(パッシング)、普通の高校生への同化を志向すること(印

象操作)で、付与されたスティグマの軽減を企図していた。その一方で前籍校の制服

着装行動は、自身の高校中退経験に対する内省によるスティグマの「自発的埋め込

み」というアンビバレントな意味を同時に有していた。その生徒集団には「前籍校

の制服着装行動⇒高校中退経験の表出⇒スティグマ・シンボルの共有」という固有

の知覚図式が存在し、前籍校の制服着装行動は、V 校での円滑な友人関係の形成に

寄与しているというアイロニカルな機能を描出した。 

第 7 章では、生徒の大学進学行動の事例に関してその主観的解釈に着目し、高校

中退経験を持つ自身と普通の高校生とをいかに対置させながら大学進学を目指し

ていくのか、「高校中退キャリアからの回帰」という分析枠組みを用いて、その意味

付与過程を明らかにした。葛藤を通じて高校中退を決断し、「学校制度からの逸脱

者」とのラベルを付与された生徒たちは、高校中退キャリアの困難性に自覚的で忌

避感情を抱くため、そこからの離脱を企図して V 校への転編入学を果たしていた。 
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転編入学後、居場所空間・学習支援空間・大学進学支援空間という異なる 3 つの役

割空間を獲得し、自己再定義を通じて大学進学キャリアへの復帰に対する能動性を

確立していく生徒たちは、普通の高校生に対する「同調的抵抗」、もしくは高校中退

経験の積極的表出・活用といった、相反する戦略を取りつつ、前籍校時代から描い

ていた大学進学キャリアへの復帰(大学進学行動)を能動的に達成していく。さらに

その背景に存在する、生徒たちの主観的な自己再定義のみならず、そこに否定的な

ラベルを付与する当該社会の人々に対しても、高校中退経験者に対して付与された

否定的カテゴリーの修正を迫りうる解釈実践の様相を描出した。 

第 8 章では、V 校での生徒－生徒間の相互作用および生徒－スタッフ間の進路指

導の両側面から、大学進学行動の構造的実態を明らかにした。まず、V 校経由の大

学進学行動の際、葛藤を経て離脱した前籍校という特性が、V 校の生徒集団での相

互作用を通じて、大学進学アスピレーションの(再)加熱を支える独自の資源として

機能していた。次に、生徒－スタッフ間の進路指導場面でも同様に前籍校という特

性が機能し、スタッフは各生徒の前籍校の履歴現象効果を巧みに活用して志望大学

のランクをそれぞれ調整し、指定校推薦などの進路資源と組み合わせながら、生徒

を皆「納得」させて大学進学へと導いていた。そうした V 校での学校経験を経て大

学合格を達成した生徒たちには、高校中退経験そのものを成功物語獲得のための進

路変更として積極的に捉え直す自己再定義過程があった。この一連の分析を通じて、

サポート校が生徒にとって、教育達成のための「非標準的な非直線型の移行」を実

現させる後期中等教育機関の一つとして機能している現状とその課題を考察した。 

終章では、各章の知見をまとめて総合考察を行いながら、サポート校が多様化する

後期中等教育機関のなかで、特に高校中退経験を持つ 10 代生徒のニーズを受けて全

国的に増加していること、その背景には、学校と民間教育施設との制度的柔軟性が機

能していることをまとめた。次に、その内部では、生徒に対して高校中退以後、「純

粋な関係性」としての友人関係の構築や普通性の獲得・補償といった学校経験を提供

し、さらに、自己に対する積極性の回復という自己再定義を伴いながら、彼／彼女た

ちを「移行の危機」の状態から「非標準的な非直線型の移行」へと導いていく一連の

プロセスをまとめ、高校中退経験後の生活世界を生き抜くストラテジーを獲得する

ための、学校と民間教育施設の連携による後期中等教育機関の可能性を考察した。そ

して政策的インプリケーションに関して、管理体制・教育活動の実態把握や多様化す

る生徒と教育ニーズに対応可能な教育体制の確立などを課題として掲げた。最後に、

本研究の限界として、サポート校が経済的・地理的条件をクリアできる高校中退経験

者にしか教育機会を提供できていないにもかかわらず、高卒資格取得に対する平等

化を拡大させたかのような印象を与えてしまう、後期近代における「認識論的誤謬」

の可能性を指摘し、こうした限界を超えた、学校と民間教育施設の連携による包括的

な高校中退支援モデルの確立の必要性を提言した。 
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